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+ 9  果 れ 1針

仮
想
通
貨
を
支
え
る
中
核

技
術
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
」

を
活
用
し
、
電
子
化
し
た
地

域
通
貨
を
発
行
す
る
動
き
が

相
次
い
で
い
る
。
飛
騨
信
用

組
合

（岐
阜
県
高
山
市
）
は

地
元
の
飲
食
店
や
小
売
店
で

使
え
る
通
貨
を
１０
月
下
旬
に

本
格
導
入
す
る
方
針
。
近
鉄

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
９
月
か
ら
大
阪
市
で
実

証
実
験
を
始
め
る
。　
一
般
の

電
子
マ
ネ
ー
な
ど
と
比
べ
導

入

コ
ス
ト
が
低
い
。
地
域
の

活
性
化
が
課
題
の
な
か
、
利

用
者
の
効
果
的
な
取
り
込
み

に
つ
な
げ
る
。

ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
は
複

数
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
情

報
を
共
有
、
相
互
に
監
視
し

な
が
ら
正
し
い
記
録
を
蓄
積

す
る
。
シ
ス
テ
ム
導
入
コ
ス

卜
が
低
い
た
め
、
金
融
に
Ｉ

一怒
点

さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
は
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
込
み
決
済
す
る

飛馬寧信組や近鉄グループ 相 次 ぎ新 規

、ゴイも生『 /少 2

ド
を
組
み
合
わ
せ
、
あ
べ
の

ハ
ル
カ
ス

（大
阪
市
）
で

「近

鉄

ハ
ル
カ
ス
コ
イ
ン
」
の
実

証
実
験
を
始
め
る
。
展
望
台

や
近
鉄
百
貨
店

で
利

用
で

き
、
約
５
０
０
０
人
の
市
民

が
参
加
す
る
予
定
だ
。
同
社

は
沿
線
で
の
展
開
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

福
島
県
の
会
津
大
学
は
今

年
３
月
、
学
内
通
貨
の
実
証

実
験
を
食
堂
や
売
店
で
実
施

し
た
。
年
内
に
本
格
導
入
し
、

大
学
周
辺
の
店
舗
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
方
針

だ
。
鳥
根
県
の
山
陰
合
同
銀

行
で
は
昨
年
Ｈ
月
に
行
内
で

使
え
る
電
子
通
貨
の
実
証
実

験
を
実
施
。
社
員
食
堂
や
売

店
な
ど
で
使
い
勝
手
や
安
全

性
な
ど
を
確
認
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
地
域
通
貨
は

紙
幣
の
印
刷
代
や
管
理
コ
ス

ト
が
電
く
、
定
着
し
た
事
例

は
少
な
い
。
ま
た
従
来
の
電

子
通
貨
シ
ス
テ
ム
は
高
性
能

の
サ
ー
バ
ー
な
ど
が
必
要

で
、
数
億
円
程
度
か
か
る
と

さ
れ
て
い
た
。
ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
を
活
用
す
れ
ば
ズ
発

行
体
が
）
導
入
費
用
を
１
割

以
ド
に
抑
え
ら
れ
る
」

（山

陰
合
同
銀
の
実
験
関
係
者
）

と
い
う
。
地
域
金
融
機
関
に

と

っ
て
は
店
側
が
日
座
を
開

く
必
要
が
あ
り
取
引
が
始
ま

る
き

っ
か
け
に
も
な
る
。

地
域
通
貨
が
根
付
く
に
は

ほ
と
利
用
者
双
方
が
利
点
を

感
じ
る
必
要
が
あ
る
。
使
い

勝
手
な
ど
を
ど
う
高
め
る
か

が
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。
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ふ
る
さ
と
納
税
が
転
機
を
迎
え
て
い
る
。
総
務
省
が
獲
得
に
走
る
自
治
体
に
行

っ
た
を
か
け
、　
一
時
の
過
熱
感
は

一

眼
。
高
額
返
礼
品
で
話
題
を
呼
ん
だ
白
治
体
の
実
人
り
は
減
り
始
め
て
い
る
。
今
後
は
見
返
り
よ
り
も
、
地
域
の
た
め

に
な
る
お
金
の
使
い
方
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
が
カ
ギ
に
な
る
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
教
訓
を
自
治
体
は
生
か
せ
る
か
。

「
こ
の
宮
崎
牛
が
、
実
質

負
担
２
０
０
０
円
？
」
。
宮

崎
県
都
城
市
は
牛
肉
の
画
像

と
と
も
に
ネ

ッ
ト
広
告
で
ふ

る
さ

と
納
税
を
呼
び
か
け

る
。
２
０
１
１
年
度
の
寄
付

金
額
は
３
８
４
２
万
円
だ

が
、
ブ
ラ
ン
ド
年
の
人
気
を

追
い
風
に
１６
年
度
は
ふ
る
さ

と
納
税
を
通
じ
た
寄
付
だ
け

で
７３
億
円

へ
と
急
伸
し
た
。

‐５
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
全

2008年度 10  12  14  16
(注)総務省調ヘ

大半の自治体が見直しを検討

同
諦
伽
兼
市
巾
守

速
に
し
ぼ

一
に
取
酔
理
在
離
蜘
醐
悔
腹
前

一

ん
で
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
一も
寄
付
が
な

っ
た
。
ダ
イ
ソ

！

抑印オ車加如串れ中中中一中寺い｝時”却〕呼〕］

郊帥叶帥Ｗ約糖わ駒酌靴一ゆ伸帥裂軸辞姉ぬ
「徐惚妊

見直さない・

他団体の動向
見て判断

L17

通知に抵触せず

|「―見直し済み 1

は
数
％
落
ち
込
ん
だ
」
。

″
御
二
家
″
の
急
ブ
レ
ー
キ

は
、
総
務
省
が
４
月
に
出
し

た
通
知
が
き

っ
か
け
だ
。
同

行
は
高
額
返
礼
品
で
寄
付
を

呼
び
込
む
白
治
体
の
競
争
を

問
題
視
。
返
礼
率
を
３
割
以

下
に
抑
え
、
家
電
な
ど
の
資

産
性
の
高
い
返
礼
品
の
自
粛

を
自
治
体
に
求
め
た
。
田
の

業
は
予
想
以
上
に
効
き
、
ふ

る
さ
と
納
税
バ
ブ
ル
は
は
じ

一

け
つ
つ
あ
る
。
　
　

　
　

　

一

ふ
る
さ
と
納
税
で
通
常
の

一

税
収
を
超
え
る
寄
付
を
集
め

． る
自
治
体
は
１６
年
度
で
２０
ｎ　
〓

前
年
度
の
倍
だ
。

１７
年
度
は

こ
う
し
た
や
や
異
常
と
も
い

え
る
基
調
が
変
化
す
る
可
能

性
が
高
い
。
中
部
地
方
の
自

治
体
担
当
者
は

「
寄
付
が
減

〓

れ
ば
、
長
期
の
事
業
計
画
に

一

！響
く

一
と
こ
ぼ
す
。

一

¨
・
・
¨
¨
【

，
一
¨
【
”
一
一
一
”
一
】
一

た
だ
ブ

ー
ム
は
去

っ
て

も
、
■
大
次
第
と
も
い
え
る
。

岐
車
県
各
務
原
市

は
６

月
、
市
内
ゲ
ー
ム
会
社
と
組

み
新
作
ゲ
ー
ム
の
出
演
権
な

ど
を
返
礼
品
に
加
え
た
。
必

要
額
と
し
て
求
め
た
１０
万
～

２０
万
円
の
寄
付
が
わ
ず
か
２
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京
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さ
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が
、
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込
み
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に
多
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と
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く
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___由
>お、るさと納税とは

寄付額から2千円を差 し引いた |
額を国の所得税、地方の住民税 |
から減額できる。年収などから |
寄付可能な_上限が決まる   |

>寄付金額は         |
お、るさと納税の2016年度の寄付 |
金額は2844億円。開始 した08年 |
度の35倍。都城、伊那、焼津の

|

上位 3市で196億円      |
>総務省の通知        |
広、るさと納税の趣旨に反する返

|

礼品送付をやめるよう求めた。 |
高額品、商品券、家電や家具な |
どを趣格に反すると例示   |

お
得
感
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り
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付
失
速
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Ｎ
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Ｆ
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利
用
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発
の
短
文
投
稿
サ
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ト

「
マ
ス
ト

フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
の

「
１
強
」
の
構
図
に
変
化
の
兆
し
が
出
て
い
る
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